
令和６年度 民設放課後児童クラブ（放課後子ども居場所事業導入学区）利用者アンケート 

結果報告 

 

１．アンケート概要 

■対象者 ：令和６年度「放課後子ども居場所事業」のモデル事業を実施している小学校区内（栄小、鈴谷小、

岸町小）の民設放課後児童クラブを利用している保護者様とお子様 

■回答期間：令和６年１１月５日（火）～令和６年１１月２２日（金） 

■回答件数：３８件 

■回答率 ：３１．７％（令和６年１１月１日時点の入室児童数を基に算出） 

 

２．アンケート結果 

 

利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用学年は１～３年生が全体の 75％以上を占める結果となった。 

 

利用者の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保護者満足度は全体の 92％が「とても満足」又は「やや満足」の結果となった。 

●児童満足度は全体の 95％が「とても満足」又は「やや満足」の結果となった。 

 



民設放課後児童クラブを選択した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度民設放課後児童クラブの利用有無については「利用あり」が 61％で最も高く、「今年度１年生」

（26％）、「利用なし」（13％）が続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度に引き続き民設放課後児童クラブを選択した理由としては、「安心して預けられる」が最も高く、

「イベントや行事、遊びが充実している」、「アットホームな雰囲気が良い」、「友達との関係の継続性」、「放課

後児童支援員等との関係性の継続性」、「子どもの性格に合っている」が続いた。 

●その他の理由としては「子供が学童を変えたがらなかったため」、「先生方が非常に良く、他では同様のレベル

の先生がいそうにないため」、「居場所事業の安全性や実際の運営を様子見したいと思ったため」、「子どもが居

場所事業（人が大勢いるところ）を嫌がり民設を希望したため」等が寄せられた。 

 

●今年度１年生の方が民設放課後児童クラブを選択した理由としては、「安心して預けられる」が最も高く、「送

迎に便利な場所にある」、「イベントや行事、遊びが充実している」、「アットホームな雰囲気が良い」、「昼食の

提供がある」が続いた。 

●その他の理由としては「全く新しい取り組みの中（居場所事業）に 1 年生を預けることに不安を覚えたため」

が寄せられた。 



 

 民設放課後児童クラブを利用して良いと感じている点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●民設放課後児童クラブを利用して良いと感じている点としては、「安心して預けられる」が最も高く、「イベン

トや行事、遊びが充実している」、「アットホームな雰囲気が良い」、「宿題を終わらせて帰ってくる」、「子ども

の性格に合っている」、「昼食の提供がある」、「送迎に便利」が続いた。 

 

 

 令和５年度の放課後の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度の放課後の過ごし方は、「民設放課後児童クラブ」が 82％で最も高く、「公設放課後児童クラブ」

（14％）、「利用していない」（4％）が続いた。 

 

 

 

 



相談体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●困ったことや嫌だったことがあった際の職員への相談は、「できている」が 60％で最も高く、「事例なし」

（24％）、「どちらともいえない」（8％）、「できていない」（8％）が続いた。 

 

継続意向 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「したい」（68％）を選択した方の意見 

・親子共々、支援員の先生方との信頼関係が築けている事が一番の理由です。また、子どもがすすんで行きた

いと言っているので、このまま継続利用予定です。 

・親子ともに満足しているため。 

・こどもが現在のクラブを利用したいと言ったため。学校と家の途中に学童があり、家に近く、安心であるた

め。 

・同じ環境で過ごしたいため。 

・子供が楽しく通っていて、先生方も信頼できるから。 

・先生方が素晴らしく、子どもが学童が好きなため。 

・外国人の子供なのに受け入れていただき、現在の児童クラブに行ってから友達が増えました。 

・指導員の方の対応やクラブでの過ごし方など安心してお願いできる環境だからです。 

・子供が引き続き通いたいと言う。一年生から通っており、第二の自宅のような安心感がある。居場所事業を

選択する理由がない。あるとすれば保育料。 

・指導員の方の質がとても良い。見守るだけでなく、積極的に児童と関係を築いてくれる。 

・子供もとても楽しく通っているし、指導員や他のお友達とも良い関係が築けているようなので。保護者とし



ても、指導員の方や、パートさん、アルバイトさん含め、話しやすく、安心して子供を預けられているため。 

・家から近い、給食がある。 

・料金以外に居場所事業の良さがわからないため、今の学童で不満はないため。 

・まだ放課後居場所事業が始まったばかりで基盤が十分ではなさそう、低学年のうちは手厚い民設学童が安心

だと思いました。 

●「どちらともいえない」（29％）を選択した方の意見 

・一緒に通っていた仲のいい友達が退所してしまう為、迷っている。 

・本人の気持ち次第で検討する。 

・子どもが留守番できるようになってきたことや、学童の迎えと中学生の兄の塾の送り出しの時間の兼ね合い

等から退所予定。 

・役員の仕事が負担に感じる。 

・来年度の役員が不安。 

・保護者運営のため、保護者の負担がとても大きい。 

・長期休暇時は割増料金がかかるので割高。公設のクラブが充実するのであれば、検討したい。 

・放課後子どもの居場所事業であれば校庭でボール遊びができるため、子どもがどっちが良いか悩んでいる。 

●「したくない」（3％）を選択した方の意見 

・我が子（小１男子）と異学年や同姓が少なく、長時間過ごす際に退屈している様子がみられ、我が子には合

っていないと思うため。 

 


